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＊チーム名の由来 
レスキューHOT君とは、近畿大学産業理工学部の旧イメージキャラクターの HOT君の名前に由来し

ています。HOTの意味は「Humanity Oriented Technology~人にやさしい人間工学~」です。 

HOT君 

 
 
 
＊チームの紹介 
 当チームは近畿大学産業理工学部ロボット工作研究会の会員で構成されています。

救助する側、救助される側の両方にとって「やさしい救助」にすることを目標として

います。地域行事やイベントでの展示に積極的に参加することで幅広い層の人に災害

で活躍するロボットへの意識を高く持ってもらうようにしています。 

 
＊チームのアピールポイント 
 当チームでは救助する側、される側の両方にとって「やさしい救助」であることを目標として活動し

てきました。しかし、「やさしい救助」のやさしさとは何かを深く考えずに単に「速く」救うことだけ

に集中していました。そこでもう一度、部員全員で救助される側の立場から気持ちを深く考え、救助に

おけるやさしさとは何かを徹底的に話し合いました。 

話し合った結果、私たちにとってのやさしさは 

「意思疎通」 
という考えで合致しました。例えば、首を痛めている要救助者が救助者側に伝えられたら、首に負担を

かけないように救助できるのではないでしょうか。日常生活では特に不自由しない「会話」こそが救助

現場では必要であり、やさしさに繋がるのではないかと私達は考えます。 

 この考えに基づきこれらのことを行います。 

z オペレーター同士の意思疎通を徹底します。 

操縦に集中するオペレーターに代わって、各ロボットに１人の専属のサポーターをつけます。サポータ

ーは他号機の活動状況を把握し、オペレーターに伝えます。このようにすることで、２人が１つのロボ

ットを動かすイメージでオペレーターは操縦に専念することが出来ます。また、トラブルが起きた際も

サポーターの助言により、冷静に救助活動を行うことが出来ます。 

z オペレーターとダミヤンが会話します。 

各救助ロボットにリアルタイムで要救助者と救助者が会話する機能を搭載します。この機能により、要

救助者側の状況が常に救助者側に伝わることで、救助される側の気持ちに配慮した「やさしい救助」を

行うことが出来ます。 

Humanity 
Oriented 

Technology 
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＊レスキュー活動上の特徴（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
 万能機３台と補助機１台で構成されます。補助機はガレキ除去とバンププレートを乗

り越えるための跳ね橋を設置、万能機はその補助を基に迅速な救助活動を行います。 

      １号機        ２号機       ３号機       ４号機 

                        

 

 

 

 

    

 

             

            万能機３台にスピーカーとマイクを搭載し、救助活動中にリアルタイムで要

救助者と救助者が会話します。「どこか痛い所はありませんか？」、「もうす

ぐで救助終わりますよ」など要救助者の気持ちに配慮した言葉をその場でオ

ペレーターが考え、会話します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  キャプテン  サポーター  オペレーター 

オペレーター同士が活動状況を直接話すのではなく 情報 

 サポーターを通して情報をチーム全体に広げます。  

このように、情報の伝え方をシステム化すること 

でキャプテンが指示をする際やトラブルがあった際   
も効率よく伝わります。 キャプテンの指示  各号機のトラブル 

 
ガレキ除去 
救助、搬送 

 
救助 
搬送 

 
救助、搬送 
ガレキ除去 

 
跳ね橋設置 
ガレキ除去 

会話機能 

編成 

 
ガレキが上に 
あって呼吸が 
辛い！ 

 
左足が痛い！ 
早く助けて！ 
 

 
落ちついて 
下さい。 
す ぐ 助 け ま す
よ！！ 

チーム全体の意思疎通 

 
大丈夫です！ 
すぐ救助します！ 

 
救助 
搬送 

 
救助 
搬送 

待機・ガレキ除去 

跳ね橋設置 
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第 
１ 
号機 

ロボット名（フリガナ） 

BELT（ベルト） 

ロボットの構成 
移動 
１ 台 

基地 
台 

受動 
台 

＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・全方向移動によって、迅速な救助を可能にするメカナムホイール 

・ダミヤンの救助をスムーズに行うベルトコンベア 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
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ガレキ除去アーム 

   

ダミヤン確認カメラ 

 

救助用ベルトコンベア 

路上ダミヤンの救助の際に使用。ダミヤンの体を圧迫したり、掴んだりしないので負担を掛け

ずに救助を行うことができる。 

 
 

全方向移動機構（メカナムホイール） 

4 つのモータの回転方向と速度制御を

調整することで、機体の向きを変えず

に任意の方向へ移動可能 

    
 

救助中にダミヤンの

様子を逐次確認でき、

詳細な個体識別が可

能。救助の際の視認性

も向上し、より安全に

救助を行うことがで

きる。 

 

救助の妨げとなるガレキを除去す

る。掴んで除去することでガレキが

ダミヤンに落下する危険を防ぐ。 

 

  



チーム名 
レスキューHOT君 

団体名 
近畿大学 産業理工学部 

第 
2 
号機 

ロボット名（フリガナ） 

SPIDER (スパイダー) 
ロボットの構成 
移動 

1台 
基地 

台 
受動 

台 
＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・高さ・傾きの両方に対応可能な移動機構 
・ベルト式の救助機構による安定した救助 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロボットアイデア用紙    第１５回レスキューロボットコンテスト     ページ ５ ／  
 

¾ 走行モード 
x クローラを稼動させ接地面積

を小さくすることで、旋回し

易くする。 
         

               

¾ ベルト式救助機構 
x スライド機構によ

って前後に動く救

助ベッドがベルト

機構によってダミ

ヤンをロボット側

に引き込むように

救助する。 

  

¾ 高さ調節 
x 4つのクローラを同時に稼動させることで高さを調節できる。 

        

 

¾ 傾き調節 
x クローラを 2つずつ別々に動かすこと
で傾きを調節する。 

 



チーム名 
レスキューHOT君 

団体名 
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第 

3 
号機 

ロボット名（フリガナ） 

HOOK（フック） 

ロボットの構成 
移動 

1台 
基地 

台 
受動 

台 

＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・救助用アームを使い、狭い空間でも救助をしやすくする 
・メカナムホイールを使い救助の効率をあげる 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
z 役割 

 家を中心とした救助 
 アーム、スカートによるガレキ除去 

z 特徴 
   床、家のダミヤンを救助でき、さらにベッド、 
   救助用アームを傾けることで、傾いた家も救助可能 
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� 救助用アーム 

 
① 救助用アームをダミヤンまで 

伸ばし、先端を回転させる 

 
② 救助用アームを降ろし、ダミ

ヤンに引っ掛ける 

 
③ 救助用アームを戻し、ダミヤ

ンをベッドに収納する 
 
 
 
 

� メカナムホイール 
z 4 つのモータの回転方向と速度
制御を調整することで、 
 機体の向きを変えずに任意の方
向へ移動可能  

 

 
 

� 傾き対応 
ベッドと救助用アームを同じ角度傾けることで

傾いた家に対応 

 
 
  



 
チーム名 

レスキューHOT君 
団体名 

近畿大学 産業理工学部 

第 

4 
号機 

ロボット名（フリガナ） 

BRIDGE（ブリッジ） 

ロボットの構成 
移動 

1台 
基地 

台 
受動 

台 
＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・ダミヤンの搬送を妨げる障害物を取り去る跳ね橋機構 
・ロボットの進行を妨げるガレキ除去スカート 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

� 跳ね橋機構 

 
バンププレート上に跳ね橋を掛けることに

よって、搬送中のダミヤンへの衝撃を減ら

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

� ガレキ除去スカート 

 
ガレキを除去して、進路を確保する。 
 
 
 
 
 
 
 

ロボットアイデア用紙    第１５回レスキューロボットコンテスト     ページ 7 ／  
 


